
［新刊］現代ネパールを知るための 60章 

現代ネパールの主要分野につき，それぞれの専門家が新資料に基づき記述した本が出版された。全

体の構成は以下の通り。 

日本ネパール協会編『現代ネパールを知るための 60章』明石書店，2000円 
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コロナ危機深刻化のネパール 

ネパールはいま，コロナ（コビド 19）感染拡大と，ロックダウン（封鎖）長期化による生活苦という二重の

危機に直面している。 
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ネパールのコロナ感染は，全国対象の厳しいロックダウンが３月２４日に発令され，現在も継承されて

いるにもかかわらず，拡大の一方だ。WHO統計によれば，６月７日現在，累計で感染者 3,235人，死

者 13人。 

 

 ■ネパールのコロナ感染者累計／日毎感染者数（WHO） 

このネパールの状況は，国境を接する隣国インドの現状と当然，連動している。インドでもコロナ感染

拡大は続き，６月７日現在，累計感染者 246,628人，死者 6,929人に達している。危機的状況だ。 

 

 ■インドのコロナ感染者累計／日毎感染者数（WHO） 

このような状況をみると，ネパールにとって全土ロックダウンはやむを得ない緊急措置といえるが，そ

れが長期化すると，人々の生活に深刻な影響を及ぼす。仕事はなくなり，学校は閉鎖，病気になっても

病院は手いっぱいで診てもらえない。生活そのものが危なくなり始めているのだ。 

特に深刻なのが，出稼ぎ労働者，日雇い労働者，零細商工業者など，経済基盤の弱い人々。ロックダ

ウンが始まると，彼らはたちまち仕事を失い（コロナ失業），生活苦に陥ってしまった。 

地方も大変だ。カトマンズなど都市部で働いていた多くの人々が，仕事を失い，徒歩など四苦八苦して，

村へと帰っていった。インドから，そして湾岸諸国など海外からも，失業した出稼ぎの人々が，何とか国

境を越え，続々と村に帰ってくる。村に彼らを受け入れる余力はあるのだろうか？ 出稼ぎ送金なしで

村はやっていけるのだろうか？ いや，そもそもネパール国家経済は，国外出稼ぎ送金激減でも，やっ

ていけるのだろうか？ 

ネパール政府はむろん，ロックダウンによる失業を救済するための対策は考えている。中央政府は困

窮家族に食料など支援物資を配布しているし，カトマンズ市も困窮失業者に週２回，公共事業の仕事

を割り振り，経済的支援をしている。が，これらの支援事業は焼け石に水，拡大一方の困窮家族の救

済には到底足りていない。労働問題専門家のガネシュ・グルン氏（国家計画委員会元委員）は，こう警

告している。 
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「政府は，何ら対策も立てずに，ロックダウンを延長した。これが続けば，コビド 19 よりも飢えで死ぬ人

の方が多くなるだろう。*3」 

このような状態でロックダウンが続き，収入が減り生活が苦しくなってくると，店を開けるなど，あちこち

でロックダウン無視が増えてきた。商工会議所，私学連盟などもロックダウン緩和の要望を出した。ロッ

クダウン継続は，このままでは困難な状況になってきたのである。 

これに対し，政府は，「公衆衛生非常事態」宣言を準備している。これが発令されると，政府は，民間の

施設，人員，組織（NGO,INGO を含む）をコロナ対策に動員することが出来る。根拠は，公衆衛生法，

感染症法など。強権的とも見える政府への強力な授権措置である。 

その一方，政府は，ロックダウンの具体的な緩和策も検討している。I・ポクレル副首相を長とする「コロ

ナ危機対策センター」が準備しているのは，ロックダウンを６段階で緩和していき，70日以内に完全解

除する案。生活，健康，教育，経済など，それぞれについて必要性が高く，感染拡大リスクの低い部分

から順次規制を解除していく計画であり，それ自体は現実的で合理的なものといえよう。 

しかしながら，難しいのは，コロナ感染抑え込みと行動規制緩和が目論見通り両立するか，という問題。

上掲のコロナ感染推移図を見ると，ネパールは，インドと同様，まだ感染拡大期にあり，ここで人々の

行動規制を緩和することには大きな危険が伴うであろう。 

他方，ロックダウン長期化が，ネパール社会全体に深刻な打撃をもたらすこともまた確かである。どう

すればよいのか？ 日本などより，はるかに難しく困難な状況に，ネパールは置かれていると見ざるを

えないであろう。 
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入管ハンスト死から１年：強制治療に向かうのか？ (9) 
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９．強制治療・強制栄養の残虐非人道性 

日本政府は，「調査報告書」でも明らかなように，入管施設収容のハンスト者(拒食者)に対し強制治

療・強制栄養をすることを認めている。 

しかしながら，「リスボン宣言」や「マルタ宣言」をみれば明らかのように，それらは極めて残虐で非人道

的であり，とうてい許容されるものではない。 

このことは，古くから欧米で繰り返されてきた強制治療・強制栄養の多くの記録を見ても明らかである。

以下参照。 

・ゴビンダ医師のハンスト闘争(21) 

・ゴビンダ医師のハンスト闘争(22) 

・ゴビンダ医師のハンスト闘争(23) 

・ゴビンダ医師のハンスト闘争(24) 

・ゴビンダ医師のハンスト闘争(25) 

以上の多くの事例から明らかなように，入管施設被収容者に強制治療・強制栄養を実施し，力づくでハ

ンスト(拒食)を断念させようとするようなことは，なすべきではない。残虐，非人道的であるばかりか，そ

れらを強行しても成功の見込みはない。 

したがって，サニーさんに対し強制治療・強制栄養を実施しなかったこと，それをもって出先機関たる大

村センターの責任を問うべきでもない。大村センターの責任は，仮放免など他の採りうる方法によりハ

ンスト死を防止するための努力を十分に尽くさなかったことにある。 

  

■奴隷用強制摂食器具(National Museum of Denmark)／フォアグラ強制給餌(Stop 

Force-feeding) 

10 見直されるべき入国管理政策 

大村センターでハニーさんをハンストに追い込み，死に至らしめたのは，日本政府の入国管理政策そ

のものである。 

外国人労働者を，尊重されるべき人格をもった「人間」としてではなく，安上がりで使い勝手の良い「労

働力」としてのみ受け入れ，日本側の都合で不要となれば，一方的に送り返そうとする。もし在留資格

が切れ，特別在留資格も得られず強制退去命令を受け収容施設に入れられてしまうと，仮放免はある

にせよ，原則として出国まで「無期限」で拘束される。 
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また，入管施設被収容者が難民申請をしていても，難民認定は極めて厳しく，やはり長期の「無期限」

収容ということになってしまう。 

外国人労働者や移民・難民の扱いは，どの国においても難しい課題だが，日本の場合は，とりわけ問

題が多い。ただ，はっきりしているのは，このままでは「無期限」収容への抗議ハンストはなくならず，し

かもそれを断念させるための強制治療・強制栄養はあまりにも残虐・非人道的なため実施は実際には

困難だということである。 

入管施設でのハンスト問題は，外国人労働者あるいは移民・難民の処遇を根本的に改める以外に，解

決されることはないだろう。 

 

■強制摂食反対ポスター/ICE強制摂食抗議デモ（NYT, 2019/01/31） 
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８．入管庁のハンスト死防止策提言 

入管庁「調査報告書*1」がハンスト死防止のため提言しているのは，もう少し具体的にいうと，つぎの

ような方策である。 

(1)説得，カウンセリングの強化。精神疾患が疑われる場合は，精神科受診(p13)。 

(2)「拒食や治療拒否により････危険が生じている場合には，････強制的治療を行うことが可能となるよ

う体制を整備」(p14)。 

(3)強制治療実施に不可欠の常勤医師の確保(p14-15)。 
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(4)「強制的治療の体制を確保できた収容施設を拒食対応拠点と定め，････時機を失することなく当該

被収容者を当該拠点に移収して処遇する」(p15)。 

このように「調査報告書」は，強制治療・強制栄養の実施をハンスト死防止策として提言する一方，送

還や仮放免についても，検討を求めてはいる。 

しかし，送還については，促進のための方策の検討が必要と述べているにすぎない。 

また，仮放免については，弾力的な運用の検討を提言してはいるが，ハンスト(拒食)を理由とする場合

には，極めて消極的である。 

・「拒食による健康状態の悪化は，拒食を中止して摂食を再開したり点滴治療を受けることなどにより

解消されるべきものであり，拒食者の健康状態の悪化を理由として仮放免を行うことについては慎重

な検討を要する」(p15-16)。 

・「（拒食で生命が危険になり）治療・回復を図るためには一時的に収容を解いて治療に専念させること

が不可欠かつ適切であると考えられる場合には仮放免を検討する必要があるところ，こうした仮放免

は飽くまでも治療や健康状態の回復を目的とし，この目的に必要な限度で行うべきものである。」

(p16)。 

・「拒食による健康状態の悪化は，拒食の中止又は収容施設内においても可能な点滴等により改善さ

れる性質のものであり，拒食者の健康状態の回復を図るために仮放免が不可欠ということはなく，この

ような状態における仮放免は，仮放免許可を得ることを目的とした他の被収容者の拒食を誘発するお

それがあることに鑑みると，一般に，拒食により健康状態が悪化したものを仮放免の対象とすること自

体，極めて慎重でなければならない」(p13)。 

このように見てくれば，「調査報告書」が，送還困難なハンスト者（拒食者）が危険な状態になったとき

は，(1)医師の判断に基づき強制治療・強制栄養を実施するか，あるいは(2)健康回復のため仮釈放し，

健康回復後速やかに再収容する，という立場をとっていることは明らかである。 

■収監サフラジェットへの強制摂食(英紙 1913年 5月 24日) 

*1 出入国在留管理庁「大村入国管理センター被収容者死亡事案に関する調査報告書」2019年 10

月 
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